
（別紙３）

平成２９年度 指定管理者業務実績シート

作成年月日 平成３０年６月２７日

部 企画部 課 企画管理課

施設名・ 函館市国際水産・海洋総合研究センター（函館市弁天町２０番５号）

所在地

設置条例 函館市国際水産・海洋総合研究センター条例

指定管理者名 一般財団法人 指定期間 平成２９年４月 １日から

函館国際水産・海洋都市推進機構 平成３２年３月３１日まで

指定管理者の 特になし 選定区分 公募

特別な要件 非公募

設置目的 水産・海洋に関する先端的で独創性のある研究開発を支援し，ならびに水産・海洋

に関する企業，研究者および学術研究機関の間の連携および交流を促進することによ

り，国際的な学術研究拠点都市の形成を図り，もって本市の学術，教育および産業の

発展に資するため。

設置年月 平成26年6月1日（供用開始日） 建設費 ４，４７１，８７７千円

構造規模等 構造：鉄筋コンクリート造２階建（一部４階建）

耐用年数 規模：本館7,543.61㎡

海洋調査研究棟974.40㎡など

耐用年数：50年（法定耐用年数）

開館時間 開館時間：午前９時から午後５時まで

休館日等 休館日：土・日・祝日および１２月２９日から１月３日まで

料金体系 設置条例第１１条別表に掲げる使用料による

※利用料金制の採用の有無 採用無し

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況

(1)管理業務

①使用の許可および制限に関する業務（施設利用申込みの受付，使用許可など）

・使用申請に対する利用者への説明等の対応および許可書発行等の事務手続きについて実施され

ている。

②施設の管理運営に関する業務（建物の保守点検，維持管理，修繕，備品の管理など）

・協定書に基づく各種保守点検業務について専門業者への業務委託などにより実施されている。

・施設や備品について適正に管理されている。

③水産・海洋に関する産学連携の促進，情報発信などに関すること

・地域と研究者との連携について積極的に取り組まれている。

・ホームページやパンフレットにより情報の発信が図られている。

④使用料の徴収と納付に関すること

・施設の使用料や公共料金について適正に徴収されている。

⑤その他業務（利用者からの要望，相談等についての対応，および見学者への施設案内等）

・開館時間以外の延長など利用者からの要望に応じて適宜対応されている。

・施設の利用状況について統計を取りまとめられている。

・見学者や視察者への施設案内等について適切に対応している。



(2)委託事業

使用料収納事務委託

(3)自主事業

なし

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

・入居者などが実施する学会等の会議・イベントについて積極的に周知を図っているほか，

ホームページを活用した情報の提供に努めている。

・大型実験水槽について，来館者も見学できるよう，展示内容の工夫など研究機関と連携した

取り組みを進めるほか，イカの通年の飼育展示のための水槽を新たに設置するなど，

市民が親しみやすい施設運営に努めている。

３ 市民ニーズの把握の実施状況

・利用者に対するアンケート調査を実施した。

調査期間：平成２９年４月 ～ 平成３０年３月

・当センターの入居者との入居者会議等を開催した（５回）。

４ 施設の利用状況

・平成２９年度の月別利用者数（単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者数 1,904 3,147 5,037 11,255 4,145 7,723 3,329 2,336 2,314 1,999 1,993 2,064

・年度別利用者数（単位 人，千円）

｜←指定期間（H2６．６～）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

利用者数 ３５，９８７ ４１，０５４ ４１，４５９ ４７，２４６

使用料収入 ８，６８７ １３，８４３ １２，３４４ １３，８１３

５ 指定管理者の収支状況 ｜←指定期間（H2６．６～）
（単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

収 委託料 ６９，５５３ ７７，２３９ ８０，２３４ ７９，１６６

入 雑収入 ３１ ２２１ ２０２ ２２４

前年度繰越 ０ ６４９ ４０８ ０

計 ６９，５８４ ７８，１０９ ８０，８４４ ７９，３９０

支 人件費 １８，１３６ １９，９７３ ２８，６３３ ２６，１２０

事業費 ４，６５８ ３，４０２ ５，５８４ ３，９３４
出

光熱水費 ９，２８７ ８，５０９ １０，８０６ １１，９６２

委託費 ２７，８５２ ２９，２０３ ２９，０６５ ２９，３２５

修繕費 ２９ ３７４ ９２ ９１２

需用費 ２，０９５ ３，９２２ １，３８８ １，０１１



役務費 ３０４ ４２１ ３２５ ４０１

備品購入費 ３，８８０ ８，５１７ ６４６ １，４２８

使用料および賃借料 ５２９ ５８８ ６５３ １，５３６

租税公課 １，６３７ ２，３５２ ２，５４１ ２，４４４

計 ６８，４０７ ７７，２６１ ７９，７３３ ７９，０７３

当該施設の利用者１人当たり １．６６ １．５４ １．６３ １．３８

の税金投入コスト

６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況

・毎月提出される利用状況報告のほか，必要に応じて随時市職員が現地で業務執行状況を確認する

ことにより，業務上の問題点の把握と業務改善への指導を行っている。

７ 指定管理者に対する評価

① 指定管理者の自己評価

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

業務の履行 □Ａ 利用者の利便性を考慮し，臨時開館 特になし。

状況 ■Ｂ や開館時間以外の開館に対応するなど

□Ｃ 利用促進を図ったほか，入居機関によ

□Ｄ る連絡協議会を設置して連携を図ると

ともに，若手研究者の交流の場として

「マリンサロン」を設置した。

サービスの □Ａ 要望があったイカの通年の飼育展示 特になし。

質の状況 ■Ｂ について，エントランスホールに２ト

□Ｃ ン水槽を設置し，見学できるように対

□Ｄ 応した。

団体の経営 ■Ａ 特に問題はない。 特になし。

状況 □Ｂ

□Ｃ

②市の指定管理者に対する実績評価

区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応

業務の履行 □Ａ 協定書等の要求水準どおり業務が行 施設の性格を考慮し，開館日や開館時

状況 ■Ｂ われているほか，特に利用時間の延長 間については，引き続き柔軟な対応をお

□Ｃ について，利用者の要望に応じ，開館 願いしたい。

□Ｄ 時間以外での会議の開催など柔軟に対 また，入居者や地域と連携した研究開

応している。 発事業の実施や市民へのＰＲについて，

また，入居者と連携した産学連携の より一層の効果的な取り組みを期待す

取り組みも行われている。 る。

サービスの □Ａ 施設のホームページやパンフレット 各種広報媒体を積極的に活用するなど

質の状況 ■Ｂ の発行など，情報の発信については実 センターに関する情報発信の頻度を高め

□Ｃ 施されているほか，職員の研修会への るほか，分かりやすい情報提供など，さ

□Ｄ 参加など適切に実施されている。 らなる効果的な情報発信を期待する。

また，職員研修の実施など，従業員の

資質向上に向けた継続的な取り組みを期

待する。

団体の経営 ■Ａ 団体の経営状況において，特に問題 特になし。

状況 □Ｂ は認められない。

□Ｃ


